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昭

和

新二
’

春

を
迎

村
　
長

罐竃
鰐
邸
蕊
剛
塞
へ

申
す
迄
も
な
く
本
年
は
過
占
J
ハ
ヶ
年
間
占
領

冶
ド
に
あ
つ
た
戎
国
が
自
†
独
立
し
得
る
n
c

和
発

効
の
年
で
あ
s
ま
し
て
、
例
年
に
比
し

一
辰
希
望
に
充
ち
た
発
奮
努
力
の
年
だ
ろ
t
A

‘

こ

思
い
ま
す
。

此
の
輝
し
い
年
頭
に
際
し
多
雅
多
難
で
あ
つ

た
我
村
に
於
け
る
過
に
し
；
年
間
を
回
顧

し
更
に
來
る
べ
三
ヶ
年
を
栖
想
し
て
l
ま

し
よ
う
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
一、

産

業

部

面

　

輪、

一
叶
年
芹
業
振
興
五
ヶ
年
計
両
を
樹
立
し
巧

年
度
よ
り
愈
々
実
行
の
段
階
に
人
つ
た
の
て

す
か
利
民
各
位
の
心
か
ら
な
る
御
協
〃
に
よ

つ
て

大

休
に
於
て
計
画
通
り
遂
行
さ
社
た
援

て
あ
り
ま
す
。
卸
ち
本
杜
に
於
け
る
換
金
作

物
の
ユ
で
あ
る
煙
草
作
は
n
標
の
一
千
万
円

を
突
破
す
る
し
、
馬
匹
は
郡
孫
産
品
い
会
に

於
て

優
秀
な
る
成
績
を
独
祁
す
る
し
、
廿
藷

作
は
P
想
外
の
増
枚
が
あ
り
，
貝
他
茶
業
、

林
業
、
畜
産
等
着
々
其
実
績
を
挙
け
、
爾
各

挿
の
奨
励
施
策
が
計
画
の
線
に
そ
つ
て
漸
次

軌
道

に
乗
つ
て
参
つ
た
様
で
す
。
只
だ
水
堕

稻
、
雑
穀
智
が
時
季
は
つ
れ
の
台
風
や
虫
害

雪
で
甚
大
な
被
宮
が
あ
つ
た
の
は
迫
憾
ご
す

る
所
で
あ
り
ま
す
。

本
年

度
は

更
に
五
ケ
年
計
画
実
施
の
賄
遭
強

化
を
計
り
4
5
に
台
風
被
害
を
考
慮
し
た
詳
．
業

の

興
隆
進
展
を
計
り
、
術
現
金
牧
入
而
を
広

く
深
く
す
る
・
こ
1
ー
ハ
に
現
金
流
出
防
U
策
を
講

h
る
必
要
が
あ
る
ー
こ
思
い
ま
す
・

　
　

二
、
交
通
部
面

道
路
－
こ
し
て
は
大
根
占
ー
内
之
浦
線
・
こ
、
上

原
ー
新
田
線
、
接
続
線
ω
工
塾
竣
工
し
杜
内

の
循
堤
道
路
が
一
先
つ
完
成
し
バ
ス
や
ト
ラ

上

え
て

田

政

行
口

▽
品
諾
鑓
絆
憐
甥
麟
誌

一
瀬
－
剖
戸
n
線
の
開
日
」
計
画
を
立
て
、
居

　
り
ま
す
む

一

　

三
、
教
育
部
面

大
原
中
学
分
校
校
舎
の
新
築
、
花
瀬
分
教
揚

の
増
築
工
事
も
終
了
し
本
年
は
山
代
中
学
校

の

増
築
、
高
等
学
校
の
移
転
改
築
等
相
当
多

額
の

経
費

を
要
し
ま
す
か
、
本
杜
百
年
の
大

計

て
あ
る
教
汀
の
重
大
1
4
を
佃
悠
し
苫
し
き

．

二
、
1
1
川
は
二
品
以
内
に
1
1
め
る
二
こ

四
、
回
礼
は
川
F
兄
弟
近
規
間
、
こ
し
男
三
1
1

　
女
は

W
日
月
内
に
す
ま
せ
、
献
杯
、
ノ
ン

　
コ
は
自
粛
」
9
る
こ
ー
こ

五
、
贈
答
品
は
脱
子
川
の
み
こ
し
、
g
の
他

、

ぱ

1
1
め
る
こ
ご

人
、
杜
て
は
年
姑
会
を
開
き
、
一
般
回
礼
は

　
廃

1
1
す
る

国

税

県
税
の
成
績
は
比
k
的
よ
い
の
に
独
り

杜
税
丈
け
が
斯
く
不
成
績
ご
は
果
し
て
何
に

原
囚
す
る
の
て
し
よ
う
。
国
民
の
義
務
を
県

た

さ
す
し
て
新
年
を
迎
九
た
1
1
民
が
多
数
あ

る
こ
・
こ
は
ま
こ
ー
こ
に
遺
憾
の
極
み
て
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

麟
謡
揺
蒜
忽
耀
耀
剛
舗

努
め
皮
い
、
こ
思
い
ま
す
。

五
、
其

他

を
忍、

ん
て

校
舎
0）

備
を
し

様
i
思
い
ま
す

し

つ
k

あ
り

ま
す

が
　、

本

年
殴
は

其
殿
堂三
C

　
　
　

四
、
納
税
貯
蓄

　
咋
年

皮
杜
視
調
定
額
に
対
し
四
六
％
湘
納
額

　
二
八
五
万
円
－
こ
．
口
、
ノ
極
め
て
不
良
な
成
績
て

　
あ
り
ま
す
。
仏
存
財
源
た
る
、
牛
衡
交
付
径
の

l　
e
r
額
か
な
か
つ
た
な
ら
仇
？
の
自
冶
行
政
は

　
中
1
1
せ
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
の
て
す
゜
　
1

一

公
民
館
に
専
灯
キ
皐
を
置
き
れ
会
救
白
部
面

　
の
允
実
強
化
を
計
り
万
般
の
施
策
舌
々
狂
ル

　
t
　
－
．
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－
　
－
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－
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一
九
五
一
年
を
反
省
し
て

あ
る
公
民
佑
建
築
を
1
1
品
ん
て
居
り
ま
す
。

凪
他
は
紙
而
の
都
合
で
省
略
致
し
ま
す
が
、

脱
愛

痴
る
村
民
各
位
よ

く
－
・
r
、
」
そ
け
各
家
庭
に
順
応
し
た
確
然
た
る

計
画
を
棚
立
し
、
n
櫟
を
定
め
工
勇
引
辿
旦

し
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
　
・

助

役

湯

ノ
谷

生
活

を
っ
ぺ
け
て
音
た
の
で
あ
る
か
’
i
九

五
一
年
も
必
の
払
に
過
き
滋
に
新
し
い
昭
4

二
卜
七
年
の
新
森
を
迎
え
、
し
か
も
講
和
条

約
締
結
第
一
年
U
を
踏
み
出
す
こ
l
r
1
に
な
り

ま
し
て
希
望
輝
く
初
日
を
迎
え
新
生
日
本
の

誕
生．

向
に

喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
過
き
し
一
九
五
一
年
を
静
か
に
反
省
し
て

見
る
ー
こ
き
我
が
杜
の
ル
み
は
堅
失
て
杜
辿
の

基
盤
の
上
に
諸
事
進
展
し
て
い
る
ー
こ
仁
す
る

の
て
す
。

　
x
年
來
村
民
努
力
目
標
－
こ
し
て
掲
け
て
き

た

教
白
の
尊
屯
、
人
材
の
養
庇
、
木
村
克
業

米

吉　〆

t

t
）

れ
ま
じ
：
”
“
：
ん
で
い
た
大
原
校
区
中
ヤ
板
戚

1
1
生
徒
は
勿
論
校
尺
民
皆
渦
悦
、
教
ム
ー
　
s
希

望

じ
輝
き
教
白
の
失
効
を
着
々
挙
凌
つ
ζ
あ

る
の
状
況
、
更
に
多
年
問
題
に
な
つ
L
い
主

川
代
品
校
の
建
築
も
い
よ
い
よ
川
代
中
学
校

増
染
一
、
」
1
ー
ハ
に
種
汚
所
へ
新
築
す
る
4
r
こ
に
議

　
決
、
t
r
，
　
K
ル
ス
ク
ー
刀
の
新
校
舎
か
新
年

早
々
建
築
さ
れ
る
汲
ひ
に
な
つ
た
o
こ
う
し

て
：
ハ
ご
一
制
一
か
一
応
整
酬
㎝
さ
れ
史
に
嚇
Ψ
き
つ
ζ

学
ふ
定
時
制
高
校
の
允
弐
を
想
う
時
本
利
将

來
6
人
物
食
成
も
必
す
や
n
的
を
達
す
る
＝
’

一
も
遅
く
な
い
．
こ
思
わ
れ
る
。
夏
に
川
代
小
’

一

中
、
高
校
P
T
A
で
は
多
年
の
問
題
に
し
C

　

い
た
じ

ノ
ノ
購
人
の
議
も
決
定
さ
れ
近
日
中

一

肌
に
到
着
の
運
び
に
な
つ
て
い
る
か
、
道
義

一

劉
酷パ

鵠
鵠
銚
牒
撫
設

　
へ
る
W
操
陶
冶
は
朋
勧
す
る
も
の
多
い
こ
．
こ

を
想
わ
れ
新
年
早
々
か
ら
，
癖
堂
に
鳥
り
ひ
び

一

く
じ
ア
ノ
ω
音
を
聞
き
得
る
こ
ー
ミ
こ
な
り
ま

一

し
た
の
ほ
P
T
A
活
動
協
力
の
賜
・
こ
悠
謝
に

　
仁
え
な
い
o
史
に
耐
会
教
■
面
よ
の
し
て
信

仰
の

中
心
を
な
す
本
利
明
昭
寺
も
今
を
夫
る

1
ー
三
年
前
火
災
の
た
め
焼
失
し
て
い
た
が
こ

i

れ
も
門
徒
の
力
に
よ
つ
て
い
よ
く
建
築
に

若
手
さ
れ
パ
小
秋
の
殿
堂
が
新
年
．
こ
1
ー
ハ
に
建
設

「

さ
れ
る
の
て
く
’
－
後
の
粘
抑
教
育
加
に
学
校
敬

’

育
．
こ
＝
（
に
信
仰
の
教
拘
が
大
に
啓
発
さ
れ
ろ

i　
r
）
　
’
r
ほ
兵
に
あ
り
が
た
く
思
つ
て
い
る
o

　

次
に

本
杜
旋
業
五
ケ
年
計
両
の
喚
施
に
つ

る

兵と

年∨
荒ほ

最『；

戦三㌃

苦菓
難て
0）あ

幾五
多ケ
0）イ1：

問言i

題画
を0）

積推
み進
込を
み想
発う
」，時

し、
ナこ既

のに
で之．
あ等

度金
は作
更物
にご
よし
りて
以本
」村
σ）終

日済
標を
が）
進る
めほ
らし
れ新
て年

る
か
＝
〈
の
根
本
を
な
す
機
闘
申
の
働
き
、
潤

沿
仙
の
江
入
極
め
て
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る

t
、恵
わ
れ
る
。
昨
年
四
月
行
わ
れ
た
県
会
議

員
選
挙
に
我
が
郷
上
か
ら
始
め
て
立
似
袖
さ

れ
た
柴

屯
芳
久
氏
が
杜
民
一
致
結
火
の
下
に

兄
4
6
当
選
の
栄
を
得
、
術
又
杜
長
ぷ
挙
に
は

現

上
川
村
長
が
村
民
の
絶
対
信
頼
亭
得
て
悠

投
票

当
越
に
決
定
、
本
村
進
展
の
堅
固
な
る

基
盤
は
定

り
ω
々
し
く
我
か
村
は
新
し
く
出

発
発
中
を
始
め
た
の
で
あ
／
3
た
。
其
後
幾
多

の
難
関

難
問
に
迎
偶
し
た
の
て
あ
る
か
、
経

験
激
い

鈴
諭
長
を
中
心
に
賢
明
な
議
1
1
諸
公

　
い
C
け
乏
し
い
な
が
ら
も
こ
れ
を
屯
点
に
し

　
工
芹
業
経
済
費
の
逐
次
．
コ
野
計
L
を
見
督
励

1
し
つ
”
あ
ろ
が
、
川
年
皮
は
煙
、
苧
机
作
組
合

一
て

は

陪
債
金
日
標
額
噛
千
万
円
を
突
破
し
換

一
い

ろ
こ
．
こ
は
慶
び
に
た
え
な
い
o
次
は
蓄
産

一

蓼
励
に
於
て
も
角
々
佑
利
牛
の
増
加
を
見
つ

　
y
あ
り
郡
畜
産
品
評
会
で
は
．
r
朋
せ
ざ
る
糺

の

優
肋
放
を
狼
得
し
た
・
）
－
こ
は
お
吐
に
本
村

〃
川
げ
奨
励
の
ー
に
有
難
い
こ
ー
こ
て
あ
っ
た
。

爾
牛
九
は
勿
嚇
山
羊
、
緬
羊
の
導
入
飼
育
、

牛

の
人
工

授
粘
所
の
設
置
、
い
ま
た
他
町
杜

に
呪
ら
れ
な
い
施
設
も
行
わ
れ
順
調
に
飼
¢

さ
れ
樗
來
を
於
し
ん
で
い
る
所
て
す
o
名
茶

E
代
条
は
本
杜
4
3
斤
：
E
　
’
r
）
し
て
年
々
塘
加
の

一

途
に

あ

リ
コ
場
数
も
培
加
し
益
々
将
來
哲

の

あ
る
芹
業
て
あ
る
。
お
茶
に
せ
よ
、
畜
庁

言
胞
、
）
な
は
・
塾
じ
七
転
八
起
の
勇
猛
心
ど

一

如
か
．
、
一
も
て
き
タ
せ
つ
か
く
の
」
両
も
一
枚

一

に
し
て
倒
れ
る
杁
祝
て
あ
る
。
ル
ー
ス
台
風
一

可
警
も
拘
に
芙
て
あ
つ
た
が
崎
を
転
と

1
に

至
つ
て
い
る
の
て
多
年
の
懸
案
が
解
決
さ

れ

干
占
不
化
の
森
林
育
源
か
開
発
さ
れ
る
日
l

の
近
い
こ
．
こ
は
淘
r
貞
ぴ
に
た
え
な
い
0
1
1

央
線
ψ
に
損
協
線
の
完
成
に
よ
り
　
c
：
か
杜
の

．

父
通
文

化
は
久
に
力
強
い
も
の
が
あ
る
o
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
新
年
を
迎
へ
杜
民
の
積
椒
的
意
行
×
を
振
作
’

し
仕
み
よ
い
川
芳
な
郷
土
川
代
延
設
に
遇
進
一

し
た
い
も
の
て
す
o
か
つ
て
は
納
税
恨
良
8
1
一

－
、

こ
て
叢
か
表
彰
き
れ
た
丘
・
か
杜
の
旦

税
納
人

成
績
は
現
在
他
町
杜
に
比
し
郡
内
で
「

も
最
ド
経
あ
る
こ
・
・
ほ
甚
量
憾
て
あ
三

納
税
完
納
あ
つ
て
杜
の
積
極
的
な
施
設
経
営
一

e
て
き
る
の
て
あ
る
。
災
害
復
興
も
新
没
も

振
起

し
災
害
θ
復
旧
対
策
を
行
い
本
村
産
業
一

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

の
56

展
を
図
る
よ
り
外
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
一

　
史

に
ゼ
通
文
化
の
面
に
於
て
も
ち
年
待
望
一

し
て
い
た
肝
属
中
央
線
も
い
よ
く
折
町
皮

に

は

n
通
を
み
え
び
に
な
つ
て
い
る
し
∴

爾
出
代
船
間
問
ω
奥
地
林
道
開
撃
に
つ
い
て
．

は

柴
立
県
議
の
強
力
な
る
御
力
に
よ
つ
て
こ
一

れ

も
ニ
ー
七
年
度
に
は
決
行
さ
れ
る
段
取
り
l

ま
す
納
税
か
ら
た
。
お
九
に
新
年
度
に
は
此

の

納
税
思
想
を
再
倹
討
し
て
笑
績
を
氷
け
’

名
大
n
ハ
に
俗
耐
な
杜
に
し
余
耐
あ
ろ
家
庭
を

作
る
こ
ー
、
l
に
村
民
の
総
力
を
結
泉
し
よ
元
て

は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
、
而
し
て
公
汁
明
朗
な
杜

政
の

連
営
に
57

め
た
い
．
こ
．
滋
に
川
年
を
反

i　
“
F
D
、
夏
に
将
來
の
川
代
杜
押
川
鋪
二
路

一
遇
屯
す
へ
く
、
思
い
つ
き
の
ま
ζ
を
辿
へ
て

．

反
省
し
1
1
民
の
御
協
力
を
乞
、
ノ
次
第
で
あ
り

ま
す
・
　
　
　
〆

昭
和
二
十
六
年
度

　
田

代
村
十
大
ニ
ユ
ー
ス
は
？

　
1
’
　
ル
ー
ス
ム
日
風
の
來
醜

’

二
、
柴
佐
芳
文
氏
県
議
当
選

三
、
菓
煙
草
代
金
の
日
樽
額
已
千
力
円
突
破

四
、
大
原
中
学
校
．
新
築
・
滑
成

五
、
田
代
郵
便
局
の
阿
建
洛
庇

六
、
和
牛
人
工
授
粘
所
の
発
足

七
、
E
代
村
農
業
協
伺
組
合
長
の
父
代

八
’
肝
属
郡
畜
産
八
屯
会
て
川
代
巳
優
勝

九
、
長
野
県
産
山
羊
、
緬
羊
大
箪
岸
人
飼
¢

卜
、
田
代
杜
公
民
館
の
設
置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　大　田　田　川　根　’田　s川　田　　田　　田田

代
村
杜
会
教
白
委
員
会

　

委
員
長
小
牧
昌
力

　
　
　
　
　

外

職

口

一
同

却　メ　“、

ゴ

＿

●

’

．

・

s

‘

．

）　
　
‘

■

＿

」
　
　
｜

L

’

∂ノ
’
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t

産途るしも計」1惨來災しにいのに反春てに
力
を
注
ぎ
貝
の
結
果
米
雅
錨
に
し
て
鴫
作

柄
の

成
績
は
良
く
、
4
8
に
H
藷
の
反
牧
に
於

て
は
最
も
灯
成
績
を
小
し
災
害
に
も
刷
さ
れ

す

計
画
通
り
の
成
績
を
示
し
農
協
澱
粉
工
場

は

巾
化
の
為
昼
夜
の
別
な
く
努
力
し
っ
M
あ

ゐ
。
本
年
度
は
川
年
度
に
槍
し
ヒ
地
改
良
、

〒

運
唖
齢
蝶
酬
鵠
牲
纏
遇

　
れ

を
機
会
に
一
投
．
こ
畜
庵
振
9
6
に
努
力
し
な

　
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
川
代
杜
干
郁
沙
川
走
品
汀

会
は
ト
一
月
八
日
開
催
一
二
〇
頭
の
出
蜴
で

一
績
を
示
し
て
い
る
。
十
月
二
卜
一
日
の
郡
畜

　
正
し
良
い
生
葉
は
高
く
忠
い
生
菓
は
安
く
買

取

り
す
る
様
し
な
け
れ
ば
川
代
朱
は
自
然
忠

一質
て
あ
る
ー
こ
い
う
事
に
な
の
他
町
村
の
茶
．
こ

　
競
弔
が
出
來
な
く
な
る
事
で
あ
る
o
茶
業
問

一
題
で

新
年
皮
へ
持
越
さ
れ
る
問
題
は
此
の
問

亘
が
一
つ
て
あ
る
・

白

給
肥
オ
1

0）

tiva“’

産
に
j
l
を

壮
ぎ

又
耕
種
改
善

つ例
k年
あに
るな
事い
は盛
喜況
ばを
し極
いめ
次年
第々
で質
あの
る向
゜1：

　し

に
努
力
し
食
オ
の
塘
芹
を
計
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

四
、
林

業

一
本

年
良
の
仔
q
の
市
揚
出
腸
頭
数
は
一
九
〇
一
奔
没
の
造
林
は
・
果
が
允
分
人
手
川
來
て

さ
あ
來
た
ぞ
村
税
完
納
の
年

利
民
の
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
御
芽
出
度
う
t
．
　
j

ざ
い
ま
す
。

旧
年
中
は
皆
様
の
苫
し
い
御
生
活
の
中
に
4
3

ロ
の
如
く
飛
込
ん
て
來
て
税
金
を
搾
り
あ
け

誠

に
す
み
ま
せ
ん
て
し
た
。
御
蔭
様
に
ょ
り

ま
し
て
川
代
1
1
．
こ
目
ノ
大
き
な
川
帯
も
ご
う

や
ら
越
η
か
川
東
ま
し
た
o

本
午
は
講
和
発
効
の
年
て
あ
り
我
々
御
り
か

完
全
に

自
主
独
廿
が
出
來
る
年
て
あ
つ
て
本

年
か
ら
本
当
の
希
唱
を
持
ち
光
明
あ
ら
将
來

を
獲
得
川
4
5
る
の
で
は
な
い
て
し
よ
’
ノ
か
O

速

介
Ψ
の
占
領
ト
に
あ
つ
て
私
八
の
税
金
も

色
々
．
こ
改
d
か
加
え
ら
れ
ま
し
た
か
納
税
の

護
務
は
厳
格
に
弧
力
に
令
達
せ
ら
れ
て
此
の

義
務
を
完
遂
す
る
た
め
に
人
へ
ん
苫
し
ん
だ

の

て
あ
り
ま
す
。

然
し
な
が
ら
孔
々
は
此
の
苫
難
に
ぴ
ろ
む
こ

・

こ
な
く
。
敢
然
、
克
服
に
粘
進
し
川
界
潤
杭

の

裡
に
立
派
に
凸
領
ト
の
義
務
を
果
し
た
の

で
此
の
血
．
こ
バ
の
結
果
が
講
和
、
こ
し
て
実
つ

＿

た

の
て

あ
り
ま
す
o

本

村
の
利
税
も
声
多
額
が
滞
納
に
な
つ
て
居

り
ま
ケ
・
之
鵠
は
御
1
1
が
介
一
企
発
の
努
力

で
完
納
出
來
る
．
こ
信
し
ま
す
o

凡
そ
何
事
も
義
務
を
感
せ
ケ
、
計
画
判
を
1
4

4LJ
す
、
共
の
n
抹
し
の
観
念
て
は
最
早
そ
の

人
は
完
全
に
敗
北
者
て
あ
り
文
化
人
．
こ
し
て

の

資
格
な
く
民
キ
干
義
国
民
．
こ
し
て
の
価
他

も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
私
共
は
こ
ん
な
退
え
い
落
伍
者
－
こ
な

つ
て

は

絶

対
に
こ
れ
か
ら
の
は
け
し
い
E
の

中
に
は
q
き
て
行
か
れ
ま
辻
ん
。

昭

和
2
7
年
度
村
税
納
期
一
魔
表

ニー十十九八七六五」ノq刀

月月刀．｝j刀刀〉」月　　戊」　．｝」　i」li］

1；へ］2イ＼［i！M・」い1イ」41」イ」liP日xJノ＼白い1

　　客日ウヒ　ウし　　　江　　仲定1’f’1

ijビ引責W責民・いPt資民　．資
　　人取庄　庁　　　　J“L一　　車虎日

1｝占移6i克Uutr　TSu？イ兄∬ε｛》占・移占鳥占秒占秒占秒占イ地

（
1期
）

一

　．

，

［

　
　
　
　
　
一

戊

輝

し
い
新
年
を
迎
へ
心
を
新
に
し
し
本
年
は
一

，

g
．
L
．
何
は
n
い
て
も
村
税
た
け
は
い
つ
も
‥
三

納
し
て
’
御
　
＝
“
は
御
η
て
楽
し
い
か
庭
を
、

そ
し
て
l
み
よ
い
川
代
村
を
n
り
ト
け
よ
う

で

は

あ
の
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
（
則
務
課
）

納
税
は
身
の
た
め
世
の
た
め
家
の
た
め

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　l

　
　
　

み
ん
な
で
築
こ

う
田
代
村

　
　
　
　
　
　
i

行
　
月

随

川

面
の

人
々
か
い
ろ
く
な
研
究
発
表
さ
れ
苔

　
　
　
　
　
　
の

蕊
設
訓
猷
認
詰
擁
舗
牒
竺

ら
研
究
し
て
見
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
一

次
の
グ

ラ
フ
は
日
本
全
国
の
走
又
の
種
頒
別
一

に
一
人
当
り
の
生
産
力
．
こ
巾
し
ま
す
か
一
人

当
り
の
所
得
額
を
グ
ラ
ノ
化
し
仁
も
の
て
す

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
R
で
兄
ま
す
、
こ
有
業
人
ロ
（
実
際
に
仕
事
一

を
持
つ
て
働
い
て
い
る
人
」
　
一
人
当
り
の
所

四
万
八
千
円
、
商
業
て
は
少
し
ト
つ
て
四
力

五

千
四

百
円
、
全
休
の
牛
均
で
は
二
万
ヒ
千

五
百
円
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
農
林
業
て
は

商
工
業
の
三
分
の
一
ぐ
ら
い
し
か
q
汗
力

（
所

得
額
）
が
な
い
わ
け
て
あ
り
ま
す
。
　
．

r’－xrxr＼

；91期期
＼v／VV

A　へ　t－x　．x－N

【川10巨三
期期別期
v／Y／v／vノ

計
画
納
税
に
〃
全
を
朋
し
圭
せ
、
メ
財
務
課
」

模
範
村
納
租
完
納
田
代
郷

税
金
に
負
け
て
は
な
ら
ぬ
男
意
氣
、
，

納
税
の
l
番
競
う
各
部
落
　
・
【
秀
峰
】

は

曲
工
某
の
三
分
の
一
く
ら
い
の
も
の
し
〃

出
來
な
い
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
庄
産
能
力
の

低
い

康

業
で
あ
る
農
業
に
川
代
壮
で
は
人
n

の
約

八
〇
％
が
従
事
し
て
い
る
の
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
川
代
利
の
貧
乏
で
あ
る
根
本
的

な
理
由
で
あ
り
ま
す
。
．
石
い
換
え
れ
ば
川
代

村
の
人
々
は
非
常
に
能
力
の
忠
い
働
き
方
（

仕

事
）
を
し
て
い
る
皐
に
な
る
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
．
こ
反
対
に
農
業
人
n
の
少
な
い
商

得
は

農
林
業
て
は
万
阜
円
、
工
業
て
は
三
業
人
n
の
多
い
郡
市
秤
貧
乏
は
少
な
い
，
）

5万円：

4ノ∫円

3ノ」円

2万円

1ノ∫円

人当所得

墾
優
霧 4こ

均

産業人ロー

問
　
業

工
　
業

■
■
■
■
■
鎮
　
某

1
水
走
業

琶
農
林
業

、
こ

に

な
り
ま
す
゜

川
代
村
は
昭
和
の
始
頃
よ
り
昭
和
十
六
年
．
頃

迄
の

間
の
人
＝
は
W
帯
数
一
〇
五
八
、
人
口

五
一
7
1
0
人
（
卒
均
）
－
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
五
一
五
〇
人
の
人
口
の
内
て
右
業
人
口

は

二
四
三
二
人
て
あ
り
、
こ
の
布
業
人
ロ
の

内
農
業
人
口
は
二
一
五
九
人
で
残
り
の
二
七

三
人
は

他
の

問
工

業

及
1
1
の
他
の
産
業
に
従

46

し
て
い
た
の
て
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
現
在

て

は

総
人
n
；
　
o
o
o
人
余
の
内
有
業
人
P

は
一
1
1
1
1
K
O
人
（
残
り
は
老
人
、
小
供
、
学

4
匂
）
こ
の
内
農
業
6
6
じ
κ
は
二
八
七
⊥
ハ
人

で

あ
り
ま
す
か
ら
昭
和
の
ー
五
、
六
年
頃
よ

　　　　　　　タト　i　　　　　　　　　　　　　　　タト　ノ］、

：瓢竃識：顯｛1嘱

ll，」男合bi」古合同汕介い川ノJ合同！山山」合

　レ
　　田

馨ll

外：森

v
　田

　代
＄11　N

食煙
Slii

　耕

　田

　代
理村

k商
　業
　協

　　　　　　
　田　　　田お

竃原1嚇

大

　　局原

　　長

　　　郵
外野

眺便
＿　1’JY

l。」男局

れり
瓜を七
11t一
㌃イ1，六

数人
に秤
比ち
べい
　るこ
　ごご
二に
　七な
五り
　IBま
帯す
多゜
　くこ

家
力
を
ノ
，
め
る
ー
こ
一
二
一
四
ヒ
人
多
い
こ
ー
こ
に

な
り
ポ
す
。
次
に
川
代
杜
の
農
業
人
1
1
は
明

　

冶
の
中
朋
よ
り
終
戦
前
ま
て
大
林
二
U
O
O

li　人
位

て
や
つ
て
來
て
お
り
ま
し
て
こ
れ
か
ら

蒜
設
設
琉
講
纏
輸
麟
患

業

人
口
の
基
幌
－
こ
な
ろ
人
1
1
で
こ
れ
以
上
に

人

ロ
を
注
ぎ
込
む
事
の
幽
來
な
い
飽
和
の
状

態
に
あ
つ
た
の
に
終
戦
後
念
速
に
増
加
せ
る

人
ロ
九
二
四
人
ρ
有
業
人
1
1
）
中
よ
り
農
業

に
七
八
〇
人
も
吸
政
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
つ

故

に
現
在
て
は
そ
の
止
1
1
四
人
で
働
い
て
い
た

農
業
に
五
人
乃
至
六
人
て
や
つ
て
い
ゐ
程
て

あ
り
ま
す
。
農
業
技
術
は
U
々
改
良
さ
れ
加

し
い
肥
料
は
さ
ん
く
出
來
て
農
叉
人
1
1
は

不
要

に
な
つ
て
く
る
に
も
か
、
わ
ら
す
斯
様

に
農
業
人
ロ
に
無
班
久
理
に
人
n
を
“
き
込

ん

だ
。
耕
地
は
不
足
し
凸
放
東
し
た
荒
地
ま

セ
再
ひ
耕
作
す
る
雪
、
し
か
し
終
戦
前
よ
c

田
代
村
の
耕
地
は
そ
う
広
く
な
つ
て
い
な
い

反

牧
も
工
つ
て
い
な
い
u
終
戦
前
三
〇
〇
〇

怯
位
の

米

を
売
り
出
し
て
い
た
の
に
現
泊
て

は

反
対
に

二
〇
〇
〇
保
位
ω
米
雅
穀
を
購
人

し
て
い
る
の
て
あ
り
ま
す
o
こ
れ
は
勿
命
人

ロ
の
増
加
に
よ
る
の
て
あ
り
ま
す
o
反
血
k

敗

穫
は
減
少
し
て
い
る
の
て
あ
り
ま
す
。
こ

の

終

戦
後
増
加
し
た
農
某
人
n
七
八
〇
人
二

七
五

恨
帯
を
川
代
村
の
農
ま
人
ロ
よ
り
除
外

し
て
他
の
産
業
に
向
け
る
か
、
或
は
杜
外
に

出
稼
に
川
す
か
し
な
け
れ
ば
川
代
杜
は
貧
乏

の
，
ご
ろ
眉
か
ら
足
を
抜
く
小
は
出
來
な
い
．
）

’t
）

に
な
り
ま
す
o
が
、
さ
て
現
在
川
代
杜
に

は

勿
論
右
の
人

n
を
　
（
三
貝
へ
つ
つ
く
）
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プて
ロ
リ
ぞ
も
ヅ
コ
じ
じ
き
ヱ
ト
ビ
コ
　
　
ヵ
　
　
プ
エ
タ
コ
や
　
　
　
く

　
は
準
備

」
　
　
メ貯

糞

で

樂

．

　平
　和
llな

公村
民つ
　く
館り

活の
動礎

四
’
公
民
館
の
事
業

　
旧
年
度
は
ま
が
り
な
り
に
も
川
代
利
公
民
館

　
が
設
置
さ
れ
、
皆
様
力
の
御
協
力
を
得
て
’

　
公
民
館
設
置
の
e
w
　
s
］
　
：
　
t
こ
目
的
、
公
民
館
迩
営

　
土．

の
方

倒
、
公
民
館
の
編
成
及
び
設
備
等
の

　
初
ル
的
な
事
か
ら
学
ん
て
参
り
ま
し
た
。
い

　
わ

ば
活

動
準
備

の
期
閥
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年

度

こ
そ
は
乏
し
い
乍
ら
も
其
の
問
に
学

　
ん

だ
知
識
に
頼
り
、
串
業
血
て
活
動
促
旦
を

　
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
だ
ε
有
じ
ま
す

　
の
て
、
年
頭
に
当
む
、
川
代
利
公
民
館
の
事

業

計
画

を
樹
て
皆
様
力
の
御
批
判
・
こ
御
指
導

　
を
得
て
修
d
を
加
え
完
全
な
も
の
ミ
し
て
、

此

の

副
画
に
従
つ
て
、
よ
り
よ
音
公
民
館
の

活
動
を
川
巡
し
た
い
　
’
r
）
念
す
る
次
第
e
あ
り

ま
す
。

公

民
館
事
業
活
動
の
〃
法
は
地
域
洞
会
の
4
4

格

に
よ
つ
て
異
る
の
て
あ
り
’
必
す
し
も
劃

　
一
的
に
す
る
必
要
の
な
い
こ
・
こ
は
前
号
に
巾

述
べ
た
通
り
て
あ
り
ま
す
が
、
胤
会
教
育
紘

の

中
に
公
民
館
W
業
の
大
綱
を
規
定
し
て
あ

り
ま
す
の
て
、
御
参
考
ま
て
に
其
の
閲
係
条
一

・
文
を
抜
翠
し
、
次
に
川
代
杜
公
民
舘
斐
訓
．

画
の
概
要
を
巾
辿
べ
さ
し
て
戴
音
ま
す
。

　
　
肚

会

教

育

法

第

二
十
条
　
公
民
館
は
市
町
村
そ
の
他
一
定

　

区
域
内
の
仕
民
の
た
め
に
、
実
q
活
に
即

　

す
る
教
汀
、
苧
術
及
び
文
化
に
関
す
る
各

　

種
の
事
業
を
行
い
’
も
つ
て
住
民
の
教
養

　

の

向
L
、
健
康
の
暦
准
、
情
操
の
純
化
を

　

図
り
、
叱
活
文
化
の
振
興
、
刷
会
耐
祉
の

　

沿
ロ
避
に
寄
与
す
る
こ
さ
を
日
的
こ
す
る
o

第
二

十
二
条
　
公
民
館
は
第
二
十
条
の
日
的

　

達
成
の
仁
め
に
’
お
、
む
ね
左
の
1
5
業
を

　
行

う
。
但
し
こ
の
法
律
及
ひ
他
の
法
令
に

　

よ
つ
て
禁
し
ら
れ
セ
も
の
は
’
こ
の
限
り

　
て
な
い
。

　
　
エ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
一
　
定
期
講
座
を
閉
設
す
る
こ
t
t
J
o

　

二
、
討
論
会
、
講
習
会
、
講
演
会
、
生
習

　
　

会
、
展
示
会
等
を
開
伴
す
る
こ
V
t
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

三
、
図
川
、
記
録
、
模
型
、
1
7
川
筥
を
6
6

　
　

え
、
そ
の
利
川
を
図
る
こ
l
t
）
。
　
f

　

四
、
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
等
に
関

　
　

す
る
集
会
を
閉
催
す
る
こ
（
こ
〇

　

五
、
各
種
の
団
体
、
機
関
等
の
連
絡
を
図

　
　
る
こ
ご
〇

　

六
、
そ
の
施
設
を
什
民
の
笈
会
そ
の
他
の

　
　

公
共
的
利
m
に
供
す
る
こ
t
t
）
　
o

以
卜
、
の
規
定
に
示
す
様
に
公
民
舘
は
単
な
る

営
造
物
て
は
な
く
事
業
主
体
’
こ
し
て
の
帆
格

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
田
代
村
公
民
館
の
事
業
計
画

　
　一

、
調
杏
施
設
部

1
．
　
此
の
部
で
は
現
段
階
に
於
て
4
8
に
公
民

　
館
施
設
の
・
允
実
を
図
ろ
こ
’
こ
o

　
　

独
立

し
た
公
民
館
を
建
て
、
差
、
当
り
図

　

P
口
室
の
充
実
を
図
り
広
く
村
民
に
開
放
し

　
41

に
莉
壮
年
婦
人
暦
の
続
害
意
欲
を
た
か

　

め
、
之
を
允
分
活
川
し
て
も
ら
っ
て
、
郷

　

上
の
生
活
文
化
の
向
士
を
図
り
、
5
せ
て

　

寸
派
な
人
材
の
育
成
を
図
る
o

の

鰭
竃
曇
羅
冒
巴

　
難
か
什
　
t
A
の
て
、
最
近
一
部
の
人
々
の
間

　

に
思
想
A
動
・
こ
し
て
の
公
民
館
だ
、
こ
U
わ

　
れ

て
、
殊
夏
に
施
設
へ
の
努
力
を
無
覗
し

　
ぴ
ε
す
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
の
て
あ

　
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
考
え
は
公
民
館
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
の

も
の
、
本
質
的
な
否
定
で
あ
り
ま
し
て

　
公
民
舘
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り

　
ま
す
。

　
　
優
良
公
民
館
こ
し
て
立
派
に
運
営
さ
れ

　
て

い

る
公
民
舘
は
、
決
し
て
施
設
の
．
而
が

　

な
お
さ
り
に
さ
れ
て
い
な
い
事
か
ら
考
究

　

し
て
、
苦
し
い
乍
ら
も
施
没
の
充
実
を
図

　
る
こ
ー
こ
に
努
力
を
怠
含
て
は
な
ら
な
い
t
r
）

　

思
い
ま
す
。

乳

　
吹
に
村
辛
休
の
一
般
的
実
態
間
査
、
統
i

計
輿
論
調
杏
に
依
つ
て
、
常
に
杜
の
実
竺

　
を
把
据
し
、
以
工
村
民
の
才
休
的
立
場
か

　
ら
民
才
的
な
刷
会
教
育
を
川
准
す
る
。
　
　
一

『．

　
杜
叶
報
発
刊
其
ω
他
弘
報
宣
伝
に
依
e

　
先
v
公
民
佃
の
趣
旨
徹
底
啓
蒙
を
図
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
逐

次
広
義

な
弘
報
活
動
に
移
る
。

4．

　
将
來
は
此
の
部
を
発
展
的
に
改
組
し
、

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

r

　
独

立
し
た
図
書
部
を
設
け
る
o

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　　
　
　
　
　
　
　

i

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　

　　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

二
、
救
　
養
　
部

L
　
教
養
部
は
4
1
に
吉
年
婦
人
居
の
教
育
に

　
市
点
を
置
き
、
据
叶
青
年
学
級
、
婦
人
学

　
級
を
開
設
す
る
。

　
　
吉
年
学
籾
て
は
刷
会
道
徳
に
関
す
る
教

　
育
、
芹
業
指
導
の
基
s
s
　
l
l
　
J
な
る
べ
き
羽
学

　
救
育
、
時
事
問
題
其
の
他
公
民
常
3
4
の
養

　
成
に
つ
、
こ
め
る
o

　

婦
人
学
級
で
は
杭
会
道
徳
に
関
す
る
秋

　
育
、
家
庭
生
活
の
科
学
化
に
必
要
な
教
育

時
事
問
題
、
公
民
常
識
、
家
政
、
育
児
ボ

家
庭
衛
生
、
A
縫
等
に
関
す
る
教
育
を
行

　
．
フ
O

ち

　
杜
民
の
川
会
人
－
こ
し
て
の
川
1
1
啓
発
の

　
セ

め
に
’
研
究
会
、
討
論
会
、
懇
親
会
等

　
を
開
催
す
る
F
t
）
＝
ぺ
に
、
健
全
な
る
娯
楽
を

　
与
え
；
民
の
悩
操
純
化
を
図
る
。

　

三
、
産
業
　
部

村
の
産
業
五
ケ
年
計
画
亀
こ
マ
ツ
チ
し
て
、
竪

か
て

が
和

な
杜
つ
ぐ
り
を
推
進
す
る
為
に
は

此
の
部
の

活
動
が
最
も
必
要
な
の
て
あ
り
ま

す

が
、
今
日
迄
殆
ん
，
こ
史
1
7
的
な
活
動
を
設

し
て
居
り
ま
せ
ん
。

ー

來
は
逐
次
部
組
織
を
職
化
し
、
左
記
事
業

内
蓉
を
巾
必
に
積
梅
的
な
活
動
を
展
開
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

L
　
杜
民

に
対
す
る
科
挙
的
指
導
を
担
当
し

　
こ
れ
に
心
要
な
各
挿
器
具
機
械
に
よ
る
実

　
物

指
導
を
行
、
ノ
・
こ
共
に
、
一
般
村
民
の
利

　
川
に
供
す
る
こ
ミ
。

ち
　
産
業
指
導
の
為
必
要
あ
る
場
合
は
、
各

　
種
の
副
業
設
編
を
設
け
て
利
川
に
供
す
る

　
こ
ご
o

。

当
　
杜
民
生
活

の
科
学

化
、
合
理
化
の
仁
め

　
仏
要
な
指
導
を
な
す
。

七

　
産
業
指
導
に
つ
い
て
も
図
解
其
の
他
各

　
種
資
利
の
陣
列
に
よ
つ
て
、
硯
覚
教
育
を

　
図
る
。

　
四
、
厚
　
生
　
部

七

　
此
の
部
は
教
養
部
－
こ
相
提
携
し
て
、
青

　
少
年
の
不
良
化
防
皿
に
努
め
る
，
こ
共
に
’

　
托
児
所
開
設
其
の
他
児
音
祠
祀
を
図
り
、

　
失
業
対
策
、
未
亡
人
会
指
導
等
の
刷
会
事
｝

業
を
行
ζ
　
　
　
　
二

告
　
郷
仁
娯
楽
の
円
渦
な
る
発
達
を
促
し
、
　
l
°

郷
良
の
情
操
純
化
畠
る
為
に
’
文
化
l

　
大

会
、
演
芸
会
、
昔
楽
会
、
各
秤
競
技
会
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
を
開
催
す
る
。

凱

t
K
－
g
．
活
、
苔
6
、
時
聾
活
旦

　
総

て
の
而
か
ら
、
　
：
民
生
活
の
改
善
を
図
　

ζ
，
へ
に
相
－
－
杁
助
の
精
紳
を
培
・
。
　
「

4．

冠
婚

葬
祭
，
儀
礼
祭
礼
、
恨
習
惚
の
改
．

を善
施を
す図
oる
　　　　o

　」し
　　0）

為

　に
　必
　要
　な
　」〈

　同
　施
　互6t

　
　

五
、
保
　
健
部

　
　
　
衛
　
　
生

　
　
公
衆
桁
生
、
家
庭
衛
ぴ
妬
、
村
民
の
衛
生
思

　
　
想
の
普
及
を
図
る
t
こ
＝
（
に
、
6
児
石
護
の

　

指
導
に
あ
た
る
。

」

2
．
体
　
白

　

蓮

動
体
育
資
7
1
の
蒐
集
並
に
施
設
の
充
実

　

を
図
り
杜
民
の
休
育
増
進
に
努
め
る
。

3
．
保
　
　
健

め
る
ー
こ
八
に
あ
ら
ゆ
る
力
法
を
、
講
じ
て

営
養
改
善

を
図
り
健
康
保
健
に
努
め
る
o

　
　
未
完

　
公
民
佃
主
事
　
小
川
兵
一

防
疫
施

設
を

施
し
村

民
の
防

疫
知

識
を

高

第
二
回
追
加
予
算
定
る

総
額
　
二
、
〇
九
八
、
一
三
一
円

昭
和
一
．
卜
六
年
の
当
初
．
巾
算
は
首
畏
及
ひ
議

1
1
の
改
選
期
て
あ
つ
た
た
め
川
当
控
1
1
に
司

ヒ
さ
れ
、
　
一
秤
の
斬
“
定
P
力
ご
云
う
べ
き
性

質
の
も
の
で
、
総
額
一
〇
、
九
九
o
、
五
五

八

1
0
で
あ
つ
た
が
そ
の
後
産
某
経
済
費
、
土

木
費
殖
ば
の
事
X
費
に
四
、
⊥
ハ
七
二
、
○
〇
九

円
を
氾
加
し
、
夏
に
今
回
l
二
、
〇
九
八
、

11二
二
円
を
追
加
’
現
W
総
P
算
額
は
実
に

二
じ
、
L
六
〇
、
六
九
・
九
川
口
こ
．
五
・
ノ
杜
始
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

l

て

以
來
の
力
大
な
r
”
．
こ
な
つ
て
い
ま
す
。

今

回
r
3
1
は
田
代
中
学
校
の
喩
芽
費
、
定
叫
一

制
高
佑
、
学
校
の
改
築
腔
及
ひ
災
害
L
木
復
田

度　　　日召　禾r1　2　6　ゴ「1

田代N歳入歳
　　昭和26・12・10・王
　　　総　額　　　27・760・｛

r．

在

図

モ
　
　
　
　
　
　

1
1
現
6
9

費
、
ル
ー
ス
台
風
災
害
対
策
費
笠
か
主
な
も

の

で
、
中
学
校
は
池
o
通
救
室
三
、
宿
直
室
、

便
所
等
介
計

二
七
坤
、
高
鵠
学
校
は
普
通

教
宇
三
、
特
別
教
室
三
、
便
所
二
棟
合
計
一

八
二
坤
を
建
設
す
る
計
画
で
あ
り
、
そ
の
他

教
育
費
は
ル
ー
ス
台
風
災
古
1
6
念
復
旧
費
，

｝
三
頁
よ
s
）
吸
収
し
て
λ
る
他
ω
産

一業
も
な
い
。
苫
稼
か
・
－
急
・
三
9

諒
鷲
蝋
⑪
謬
れ
日
騒
載

　
、
行
く
・
こ
す
れ
ば
農
業
経
営
に
一
大
改
良
を

　
加
え
て
所
得
額
の
低
い
農
業
を
所
得
額
の
高

　
い

農
業

に
切
替
え
る
よ
り
力
法
は
あ
り
ま
せ

　
ん
。そ
こ
で
杜
も
走
業
振
興
π
ケ
午
コ
両
を
欄
立

　
し
て
産
業
の
振
興
を
己
つ
て
お
り
ま
す
・

一

62

杜
の
工
業

化
、
曲
業
化
、
印
ち
茶
業
の
振

　
興
に

依

る
茶
工
業
の
3
6
遼
、
林
釆
の
閉
発
に

依

る
林
業
の
肋
工
業
化
、
畜
産
の
奨
励
に
よ

る
土
地
を
利
川
し
な
い
農
業
、
そ
の
他
農
作

物
の
槍
収

に
よ
り
こ
れ
を
商
品
化
（
加
工
品

）

し
て
：
外
に
輪
川
す
ゐ
宵
一
般
農
業
の
曲

工
業
化
、
年
々
一
ル
々
々
上
地
に
か
じ
り
つ

い

た

農
業
よ
り
七
地
を
ぱ
川
れ
た
農
業
へ
’
こ
n
T

ル
を
泌
つ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
お
汀
い
に
介
年
こ
そ
は
頭
の
先
か
ら

尻
尾
の
先
ま
で
地
に
つ
い
て
砂
を
食
べ
て
働

い

て

い

る
み
M
す
の
桔
な
農
業
経
営
か
ら
脱

却
し
、
地
か
ら
一
寸
て
も
醐
れ
た
ハ
イ
ヒ
ー

　
ル
を
は
い
た
農
業
粁
営
へ
切
替
え
ま
し
－
5
．
．
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
統
計
係
）

　
“
s
x
“
“
“
〆
“
“
“
“
“
“
“
s
“
“
フ
“
“
フ
フ
弓

過
年
度
災
害
復
旧
費
－
こ
な
つ
て
居
り
、
土
木
i
の
他
役
場
費
・
走
業
絡
済
費
・
消
防
費
雪
各

船費
聞に
線お
のい
一
て

端は
奥、
地大
林隅
道杁
に断
結線
ぶを
新結
川ぶ
内田
ノ代

そ挫
の目
財に
源亘
ミつ
して
て追
は加｜
’。卜

†1
ごさ
しれ
てて
国い
1・ドま

支す
出゜

一
牧

線
の
改

良
工
事
及
ひ
労
働
施
設
費
に
お
い
一
金
及
ひ
某
処
分
代
金
税
枚
奈
“
が
見
込

｝
て

災
害
公
営
W
宅
二
〇
棟
を
建
設
す
る
外
・

　
一
般
柑
災
κ
へ
の
見
舞
令
矯
今
回
ル
ー
ス
災

言
の
対
纂
が
姦
に
s
ら
れ
て
居
り
・
そ

0．3％

4．5

1．9

2．7

　　　82．030

1・257・’3「jr）

　　534．562

　787．858

仙川料及手数料

告　　附　　金

綿越金
噺牧入

一

ま
れ
て
居
り
ま
す
。

一

爾
参
考
迄
に
現
柞
p
1
1
各
費
臼
何
の
割
合
を

　i3
J
g
ま
す
ー
、
艮
の
通
り
　
r
）
な
つ
y
い
ま
寸
・

illtii

．

n



r

i

ノ

■

c4）1〔｝號第報ろした
l

日
月1昭　Kl　2　7　年　1

産
業
五

で旺
の

六

ケ

年

計
誌

’w
6⊥
二

農
業
経

営

の

改
蓋
P

現
在
本
1
1
麗
“
威
て
合
埋
的
経
営
を
な
し
婦
人

は

農
繁
朋
以
外
は
農
場
に
出
る
必
要
は
な
く

F
人
は
傭
晩
焼
酎
一
合
位
に
魚
の
塩
泊
か
c
i

腐

の
一
ー
で
も
晩
釣
出
來
て
偲
年
少
し
宛
非

常
川
の
婿
金
が
出
朱
る
農
家
が
幾
人
あ
る
で

あ
ろ
t
A
か
。

〈
－
後
の
本
利
農
家
の
経
営
は
何
に
E
力
を
1
1

ぐ
p
か
、
個
々
の
農
家
に
依
つ
工
違
う
が
一

般
的
に
倹
討
し
し
見
る
事
に
す
る
。

　

一、

農
業
経
螢
の
實
状

本
村
農
家
の

経
済
状
態
を
経
営
の
面
か
ら
観

察
し
て
‘
I
る
．
こ
1
流
家
庭
て
は
水
川
本
位
の

農
業
経
営
て
少
し
の
供
川
を
な
し
他
に
事
又

を
す
る
が
林
滞
物
其
の
他
の
資
産
を
売
つ
工

生

活
し
て
い
る
の
か
通
常
で
あ
る
。

中
流
家
庭
で
は
川
州
n
パ
に
自
家
食
糊
を
肋
う

秤
皮
の
主
食
木
位
の
農
某
経
営
て
、
現
金
枚

入
は
少
し
の
廿
蕗
代
金
か
時
偶
生
産
さ
れ
る

仔
牛
代
金
化
で
、
煙
阜
を
n
つ
て
い
る
腿
家

其
の
他
換
金
作
物
を
栽
培
す
る
農
家
は
良
い

方

て
’
災
害
の
年
に
は
白
家
倉
粗
さ
え
不
足

し
換
金
作
物
3
1
の
他
に
支
隙
か
あ
れ
ば
肥
料

代
其
の
仙
は
侶
金
－
こ
な
り
’
f
活
費
は
臼
労

働
に
依
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
質
労
働
に

川
る
事
に
依
つ
て
吹
期
の
農
作
物
は
疎
に
な

る
農
家
が
通
常
て
あ
る
。

経
営
血

積
の
少
な
い
農
家
は
佳
労
働
を
主
．
こ

し
τ
農
業
は
時
朋
外
の
作
刊
管
理
を
な
し
従
　

つ
て

八
の
η
産
藁
．
は
微
々
た
る
も
の
で
経
済

面

に
余
裕
の
あ
る
農
家
は
少
な
い
。

以
上

を
要
約
す
る
な
ら
ば
ト
流
家
庭
は
財
産

を
売
つ
て
喰
い
、
中
流
家
庭
は
食
粗
を
生
産

し
C
、
肥
川
代
金
其
の
他
農
X
1
1
金
及
礼
活

費
は
労
賃
稼
で
賄
い
、
8
8
営
血
枝
の
少
い
農

家
は
労
1
7
稼
木
位
の
農
業
経
営
で
、
総
へ
て

　
比
1
1
午
屯
ル
の
な
い
発
展
素
質
の
な
い
農
業
経

　
営
で
あ
り
戚
に
危
険
な
経
済
状
態
て
あ
る
。

　
　
二
、
農
業
経
螢
の
合
理
化

　
我
々
は
農
又
経
営
の
改
善
を
計
り
、

　
L
く
此
の
危
険
状
態
か
ら
脱
脚
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
o

　
　
　
イ
、
肌
よ
経
営
川
憩

－
L
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

L

農
兄
経
営
型
態
を
干
食
本
位
の
農
又
経
営
、
こ

労
駈
稼
本
位
の
農
兄
経
営
、
換
金
仏
物
本
位
　

種

口
に
分
け
工
検
討
し
て
見
る
事
に
す
る
。

　
ρ
－
）
　
主
要
食
糧
本
W
ω
農
某
経
営

ω壁
経
営
、
”
田
柔
位
の
曇
§
の
口
を
働
く
・
こ
考
え
る
な
ら
ば
業
は
最
も
大
き

現
W
の

本
杜
農
家
げ
大
部
分
の
農
業
経
営
て

工

牧
饅
は
少
な
く
地
力
は
減
退
す
乙
し
労
“

ω
良

い
時
：
自
然
衣
良
に
p
a
し
L
　
“
川
心
が
曲

い
杜

て
あ
る
。
又
具
の
反
血
長
川
て
労
n
某

に

行
け
な
い
時
‘
r
）
か
若
し
其
の
労
務
者
の
健

康

に
一
朝
事
あ
ろ
場
合
は
貝
の
家
肱
の
明
日

ω
へ
1
1
糊
に
困
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ω
て
あ

ゐ
。
日
N
は
明
日
ω
套
糧
を
働
き
月
給
取
り

は

翌
月
の
食
粗
を
働
き
農
某
は
s
年
の
食
糧

一
な
仕
事
で
あ
り
安
全
な
仕
市
で
あ
る
。

元
篇
存
の
農
業
は
三
も
早
く
日
宅

あ
り
水
稻
、
吐
網
，
　
＝
c
e
’
　
‘
〈
　
〉
、
粟
、
蕎
　

麦
、
麦
雪
右
壮
培
し
耕
地
而
積
の
広
い
人
も
一

以

1
の
作
物
を
キ
．
こ
し
て
自
家
食
柵
を
取
つ

て
余
分
を
販
売
し
て
農
業
資
金
、
生
活
費
笛
、

に

振
向
け
る
経
営
で
、
戦
時
及
終
戦
直
後
此

の
型
態
ω
農
業
経
営
か
必
要
で
然
か
も
最
も

良
い

経
営
で

あ
つ
た
の
て
あ
る
c

将
來
は
此
の
種
の
農
又
経
営
に
は
行
晶
り
を

生
す

る
さ
考
え
ら
7
ー
る
の
て
あ
る
。
几
の
理

山
’
r
）
し
て
は
日
本
経
済
ぱ
世
界
経
済
の
一
殴

を
な
し
て
い
る
事
で
あ
る
o
戦
前
戦
時
中
は

z
本
政
府
の
保
護
政
策
に
依
つ
て
日
本
の
農

菓
は
外
国
の
経
済
に
五
右
さ
れ
る
氾
は
少
な

か

つ
た
の
で

あ
る
が
、
今
後
の
日
本
農
業
は

斯

く
の
如
き
保
護
政
策
に
考
え
ら
れ
な
い
川

界
食
粗
事
仙
は
近
き
将
來
生
走
過
刺
の
時
代

が
來
ろ
事
て
あ
る
。
又
†
要
食
粗
本
位
の
農

業

経
営
は
台
風
、
早
越
貝
の
他
災
害
を
被
つ

仁

蜴
合
の
れ
撃
か
大
き
い
し
・
六
月
は
麦
、

朱
秤
の
敗
穫
、
川
柚
、
u
謝
柏
、
陸
網
w
笛
｝

丁
万
は
水
脾
稻
の
援
、
藷
の
収
穫
、

一

粟
・
そ
ぱ
の
牧
穫
、
麦
榮
種
の
作
刊
僧
て
一

　
時
に
仕
当
が
多
く
農
作
業
は
思
う
通
り
失
行

　
出
來
す
枚
礎
に
支
陪
”
を
來
す
笥
障
害
が
多
い

　
の

て
†
要
食
粗
は
自
家
食
糧
を
賄
、
ノ
秤
皮
の

　
経
弦
に
し
て
現
在
よ
り
反
枚
の
増
加
を
計
り

　
畠
庁
艮
の
他
換
金
作
物
に
屯
点
を
置
か
な
け

　
れ

ぱ
な
ら
な
い
o

　
　
（
2
）
　
労
1
1
稼
本
位
の
農
業
経
営

　
此
処
で

五
う
労
賃
稼
は
広
い
範
囲
の
労
質
稼

　
て

日
尻
、
．
月
4
6
取
、
製
炭
の
ル
焼
、
常
ぽ
、

　
其
の
他

の

者
て
農
業
も
大
な
り
小
な
り
営
む

I　茜
の
事
て
あ
る
。
本
杜
に
は
此
の
種
の
労
質

　
オ
イ
イ

　
い
o
労
賃
稼
を
す
、
こ
し
て
農
業
経
営
を
征
．
こ

　

す
れ
ぱ
い
や
が
1
6
で
も
農
作
繁
は
次
に
な
り

適唄
伽
管
埋
矯
來
す
然
か
も
不
允
分

一壁
響
を
き
し
て
労
1
8
稼
を
副
業
に
切

　
替
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

斯

く
理
論
は
わ
か
つ
て
も
尖
行
は
中
々
困
難

　
で
あ
る
が
其
の
人
の
研
究
心
、
こ
努
力
に
依
つ

　
て
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
個
々
の
指
導
に
つ
い
て
は
紙
面
が
6
1
さ
な
い

l　の
て

各
人
の
訴
え
，
か
あ
れ
ば
策
者
は
充
分
6
6

一
日
も
［
ぷ
、
立
の
農
兄
経
営
を
す
る
κ
か
非
糀
に
多

v
ー

相
手
を
す
る
つ
も
り
て
あ
る
。

　

（
3
）
　
換
金
作
物
本
位
の
農
業
経
営

水

田
は
さ
て
置
い
て
州
竹
に
就
い
て
辿
べ
る

事
に
す
る
o

介
後
の
畑
作
は
何
が
良
い
・
こ
か
忠
い
ミ
か
は

　
l
概
に
．
パ
え
な
い
か
、
反
当
り
の
生
産
額
の

最

も
高
い
安
全
度
の
高
い
そ
し
て
及
約
度
の

高
い
作
物
を
栽
培
す
る
様
研
究
し
な
け
れ
ば

一

な
ら
な
い
。
例
え
ば
条
業
は
災
害
関
係
に
は

㎜
強
い

作
物
で
反
ル
を
経
営
し
て
允
分
肥
培

一魏
す
・
警
ば
年
間
雀
謀
て
膓
円

　
を
弛
得
す
る
こ
ご
は
容
易
て
あ
ろ
。
農
業
経

扁
積
が
少
な
い
・
か
水
川
を
±
3
〈
　
’
t
J
　
S
s
s

　
い

か

ら
農
業
丈
て
は
喰
つ
て
行
け
な
い
こ
い

ご
ノ
事
は
絶
対
に
な
い
の
て
あ
ゐ
。
水
川
を
1
4

　
た

す
然
か
も
畑
も
少
し
丈
持
つ
て
い
る
人
は

　
換
金
作
物
を
栽
培
す
る
こ
ー
こ
を
主
．
こ
し
他
に

　
家
庭
コ
業
を
す
る
か
暇
を
見
て
は
臼
労
働
に

　
行

く
梼
に
し
た
な
ら
ば
立
，
砥
な
牛
活
が
出
來

　
る
の
て
あ
る
。

・

川

辺
那
大
浦
利
（
昭
和
ニ
ー
六
年
笠
砂
町
よ

一
り
倉
）
で
は
蒙
の
経
営
血
穰
川
州
合

も
本
杜
ω
特
徴
を
充
分
4
し
仁
換
金
作
物
を

札
培
し
換
金
作
物
十
位
ω
農
業
経
営
に
．
日

も
日
1
く
切
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
’
に

＝
物
の
種
類
・
し
て
t
へ
，
辿
ぺ
て
來
仁
茉
業

林
業
、
〃
川
赤
、
長
、
蚕
、
ラ
ζ
ー
．
W
苧
、
其

の
他

各
々
の
家
庭
人
員
、
経
営
面
積
吟
に
仏

つ
て
‘
汕
う
．
こ
川
心
、
ノ
o

　
「
4
」
　
畠
産
木
W
の
農
業
経
営

木
杜
は
畜
産
に
最
も
適
し
仁
利
て
あ
ろ
か
ち
ー

ま
⊂
余
り
屯
要
硯
さ
れ
な
か
つ
仁
様
て
あ
る

単
に

農
業

経
営
の
一
適
貝
．
’
）
し
て
ω
有
什
．
、
）

一
な
つ
て
居
る
の
み
て
〃
岸
業
，
・
こ
エ
の
経
営

は

な
く
、
畜
産
本
位
の
農
業
経
営
を
な
し
て

　
居
る
者
な
く
、
仔
牛
の
生
汗
け
副
産
物
の
型

　
て
尊
ば
れ
て
い
る
程
皮
て
あ
る
。
長
鶏
に
し

　
て
も
同
じ
て
自
家
川
程
度
で
あ
る
・

　
其
の
主
な
理
山
は
何
で
し
よ
う
。
余
り
に
人

然

飼
川
に
A
ま
’
飼
料
に
対
す
る
関
心
か
薄

　
く
、
天
然
飼
れ
の
み
を
相
手
．
こ
す
る
の
て
年

　
か

ら
年
中
侮
日
句
日
草
刈
に
野
山
に
行
か
な

　
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
て
．
頭
介
ω
草
刈
り
を

F
す
る
・
・
農
作
業
に
従
事
す
る
暇
は
奪
他
の

　
農
竹
業
に
影
4
6
す
る
の
て
二
頭
三
頭
の
牛
馬

　
の

飼
育
は
困
難
悦
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
伺

　
料
対
策
・
こ
し
て
サ
イ
ロ
を
設
置
し
、
春
は
れ

　
ん
け
草
、
え
ん
F
r
）
う
稗
雪
を
エ
ン
ノ
レ
ー
ソ

　
v
こ
し
て
踏
込
み
時
蔵
し
、
秋
は
n
藷
蔓
、
大

　
根
、
貝
の
他
の
残
染
を
踏
込
み
、
春
二
日
位

　
秋
二
日
位
の
踏
込
み
て
粟
に
は
ト
：
：
－
－
R
y
刈
り

　
貯
蔵
す
る
な
ら
ば
一
年
醐
中
草
刈
り
ε
し
て

　
他
の

毘

作
菓
に
差
支
え
な
く
二
、
三
頭
の
大

　
家
畜
が
飼
古
出
來
る
の
て
あ
る
。
Φ
小
家
潅

　
，
こ
し
て
は
山
羊
、
緬
羊
、
豚
雪
で
之
も
す
べ

丁三
ま
・
て
あ
・
か
八
の
気
贋
土
を

一

生

し
仁
農
業
経
営
を
な
し
、
介
で
、
は
農
協
へ

［の
貯
金
が
一
戸
牛
均
一
万
J
ハ
千
円
余
リ
ミ
な

一つ
て
：
L
：
か
な
篶
を
し
て
い
・
。
父
伊
集
院

　
剛

極
牟
礼
校
区
て
は
一
戸
牛
均
四
反
余
り
の

’

＝
利
て
あ
る

　
　
：
、
隈
み
川
”
の
杉
川
化
　
　
　
　
　
　
　
　
農
べ
厘

▲
杜
ω
現
6
の
農
業
経
営
ω
如
く
ー
イ
竺
　
人

一i

S
農
業
経
営
は
総
彗
走
額
が
低
い
ー
に
W
界
．
白
　
　
　
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

一

経
済
に

止

ち
ろ
日
本
経
済
ω
現
n
国
際
枯
勢

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ω
麦
転
じ
よ
り
価
1
5
の
激
安
も
ド
想
し
な
け
　
大
　
　
根

一

れ
ば
ち
り
な
い
。
病
虫
害
の
問
題
、
災
害
問
　

一題
笛
色
々
の
自
然
の
敵
が
ち
い
の
F
勿
へ
剛
ギ
　
人
　
参

ガ
食
糧
ぱ
栽
培
丁
る
も
州
n
は
e
s
る
可
く
竺

一

種

Z
ぱ
の
換
金
作
物
を
折
込
み
、
父
畠
産
も
一
シ
ユ

一註
蕊
誤
糠
営
ご
し
て
屯
へ

一
て
ヱ
ン
ン
レ
ー
ノ
ル
川
’
コ
草
勺
一
L
飼
右
H
川
‥
來
、

一
豚

も
三
ノ
レ
－
－
ノ
及
澱
粉
樽
残
馨
で

　
飼
育
出
來
る
の
て
、
鶏
に
し
C
も
五
〇
4
4
位

　
伺
養

し
，
山
羊
乳
惚
を
給
す
る
ご
牽
卵
傘
も

　
良

く
朝
夕
の
小
使
取
り
に
も
良
い
仕
事
て
あ

　
る
o

　
〈
－
辿
へ
仁
如
く
飼
目
血
を
研
究
す
る
な
泊
ば

　
相

当
数
の
畜
産
飼
白
が
出
來
、
時
期
的
飼
4

　
準
備
さ
え
す
れ
ば
W
企
は
婦
女
r
て
も
品
構

　
て
あ
る
o
枚
々
は
今
後
飼
料
向
の
研
冗
を
屯

経
営
面
砧
て

貯
金

は

一
戸
’ト

r均
＿
l
i円

以
　1．

ね
畠
産
本
位
0）

農
業

経
営
に
el’）f

次
切

替
え

る

ご
な
つ
⊂
い
る
。
此
の
両
川
t
は
農
業
経
営

面
積
が

非
常
に
狭
い
の
て
あ
る
が
、
斯
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

如
き
W
果
を
修
め
て
い
る
の
て
あ
る
。
本
利

農
業

経
徴

を
多
角
化
し
て
行
く
ー
に
於
て
旦

息

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
あ
く
れ
ば
一

　
（
ー
ノ
労
力
の
配
分

従
來
の
農
業

経
営
の
如
く
：
〈
月
’
　
－
1
月
は

最

も
忙
し
く
又
或
る
時
朋
は
暇
か
多
過
き
る

巨
の
な
い
様
、
一
例
を
取
る
な
ら
ば
ソ
コ
ロ

几
培
の
如
く
殆
ε
手
は
人
ら
す
農
閑
朋
を
利

川
し
て
枚
e
v
し
’
加
工
す
る
も
の
、
茶
の
如

く
五
月
、
ヒ
月
、
八
月
⑲
敗
穫
て
六
月
は
ぷ

市
ら
れ
乙
も
の
ー
の
他
農
熾
を
刊
川
し

48

る
様
a
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
2
　
）
現
金
牧
入
而
か
ら
見
仁
経
営

肥
料
代
、
農
機
貝
代
、
几
の
他
農
米
資
金
向

の
現
金
枚
人
は
供
出
代
金
一
こ
か
仔
牛
代
金
、

貝
の
他
換
金
作
物
中
纏
つ
仁
枚
人
を
得
る
ぴ

口
画
し
・
日
胞
の
生
活
費
、
各
家
庭
て
婦
人

ニ
　

び
　
　

の

使
う
金
は
月
々
又
は
侮
日
枚
入
か
あ
ゐ
様

経
営
コ
画
を
樹
て
る
事
が
必
要
て
あ
る
。
例

え
ば
企
鶏
を
瓦
0
4
4
飼
育
し
恒
日
良
い
桐
料

を
給
ん
て
卵
を
4
6
日
三
〇
個
宛
汗
む
ご
す
れ

ば
一
個
八
円
牛
均
・
見
て
も
短
日
二
四
〇
円

の
牧
人

が
あ
る
事
に
な
ゐ
。
ン
コ
ロ
千
本
柏

　
え
て
勾
月
千
枚
の
シ
ユ
ロ
皮
を
牧
穫
す
る
．
こ

一

枚
三
円
ご
し
て
も
百
1
O
O
円
の
牧
入

　
l
t
　
）
　
K
S
ゐ
。
加
工
し
て
出
せ
ば
そ
の
二
据
乃
至

一
一・
．

菖
－
こ
な
る
・
貝
の
他
藁
細
工
、
疏
応
栽
培

〒
ボ
の
塁
牧
人
書
り
之
篇
て
i
r
，
”
e

事
が
本
杜
の
気
候
風
L
に
適
し
た
農
業
経
営

の
行

き
力
て
あ
り
、
畠
産
敗
人
は
他
の
如
何

な
る
農
業
牧
人
よ
り
趣
つ
た
金
が
這
人
り
”

ン」

　　又

　　III

　界
　的
　　な

　需
　給
　加
　　か

　　ら

　　観

　　繁

　　し

　　て

　　も

一
、1

　　も

ec
に

充
て

る
様
農
業
経
営
計
画
を
樹
て
な
け

れ
ぱ
私
ら
な
い
o

以

卜
辿
べ
仁
如
く
各
々
の
農
家
に
適
当
し
仁

合
理
的
農
業
経
営
司
画
、
即
ち
我
が
家
の
農

業
五
ケ

年

討
画
を
百
も
I
L
く
樹
立
し
、
現

”
；
G
経
済
状
態
を
立
て
g
さ
N
t
け
れ
げ
な
ら

な
い
o

s
c
｛
　
｛
2
i
L
）
f
D
；
）

L
’
：

　
’

　
　
　
　
　
　
物

品

許

会

　
　
　
　
　
選

　
6

　
　
ロ
皮

茶一フ
　
ミ
　
ー

み

か

ん

工

作
品

家
庭
榮
園

l
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川舞宮水茅倉門松劇lll！二中∵｝川

前原前流野元前崎崎野本野ド蹄

、健利知ス“？ス　利秀ソ忠　人
メ　　　　　　　　　　　　　十
一F一太志工牛工允‘fl　laa工我’s：我
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ

＿－1－一

編

集

後

記

◎
講
和
条
約
ω
批
准
は
成
つ
た
か
、
川
界
の

　
状
勢
は

よ
り
深
刻
化
し
、
ロ
本
の
立
場
は

　
愈
々
複
雅
な
様
川
を
呈
し
て
來
た
o

　
此
0
3
機
に
臨
ん
て
n
共
は
愛
さ
る
べ
き
．
牛

　
和
醐
巾
を
豹
変
し
て
、
武
力
抗
宇
を
高
口

　
す
る
に
至
つ
て
居
り
、
休
戦
会
談
を
め
ぐ

　

る
共
産
軍
の
態
度
も
胴
に
お
ち
な
い
。

　
対

内
的
に
、
対
外
的
に
今
年
皮
も
亦
連
し

　

い

年
ら
し
い
。

◎
何
時
迄
も
屠
蘇
の
椚
に
酔
い
し
れ
て
い
て

竺
年
の
計
も
歎
な
い
・
三
宋
道

　

も
苦
に
し
た
此
の
脚
も
、
出
発
前
の
準
備

　
が
良
け
れ
は
天
下
の
雛
路
も
踏
破
す
る
健

　
脚
ご
な
る
。
一
r
g
の
＃
，
　
s
1
R
　
：
I
に
あ
り
’

　

心
の
準
協
も
元
旦
に
あ
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　l

◎
硝
を
転
じ
．
工
癒
こ
な
す
o
こ
れ
は
通
旦

　

ぺ

ん
の
飾
り
文
句
で
は
な
い
。
先
人
か
1
8

　

き
た
体
験
か
ら
割
り
出
し
た
，
”
蒐
で
あ
る

　

二
十
七
年
度
こ
そ
は
人
事
を
尽
し
て
醐
を

　

転
し
た
い
も
の
だ
。

◎
編
工
子
の
不
予
際
の
為
に
、
コ
．
ζ
ニ
ユ
ク

　

ー
ノ
ヨ
ン
の
役
を
真
に
演
じ
き
れ
な
い
こ

　
　
三
を
川
済
ま
な
く
思
い
ま
す
。
今
月
号
か

　

ら
よ
つ
ほ
ご
編
集
の
方
法
を
替
え
九
い
ー
こ

　
　
思
い
乍
ら
、
印
刷
者
の
都
合
や
経
費
の
関

　
　
係
を
・
慮
つ
て
断
を
ド
し
か
ね
、
出
來
上
り

　
　
は
や
つ
ば
り
徽
く
さ
い
も
の
て
し
か
あ
り

得
ま
せ
ん
。
今
後
皆
様
力
の
御
批
刊
．
、
｝
御

支
援
を
得
て
改
善
し
仁
い
．
こ
存
し
ま
す
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

へ

納

税

で
道
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

や

橋

や

学
稜
も

立

派

に

な
つ
た
ぞ
よ
い
田
代

．


